
証

ノ
＼
れ
YJ

制
膏
研
究

協
議
会

会
合

野

は
、
二
月
七
日
に
、

い
た
。
全
国
か
ら
桜
美
林
大
学
、

兵
臨
時
大
学
の
出
席
に
加
え
、
紙
面
参
加

肌
大
学
が
あ
り
、
合
計
八
大
学
が
出
席

大
平
耀
子
兵
庫
大
苧
教
育
副
学
長
、
有

ン
タ
i
畏
の
各
挨
拶
が
あ
っ
た
。

発
セ
ン
タ
ー
津
野
十
紫
事
務

長
補
佐
、
淑
徳
大
学
高
等
教

育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
黒
樺

伸
夫
課
長
、
兵
庫
大
学
高
等

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
黄
文

哲
講
師
で
あ
っ
た
。

主
な
内
経
は
、
各
大
学
の

報
告
で
議
論
さ
れ
た
問
題
点

や
課
題
も
合
め
て
次
の
諸
点

で
あ
っ
た
。
①
大
学
教
育
の

質
保
証
（
一
一
一
つ
の
ポ
リ
シ

ー
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
一
フ
i
ニ
ン

グ
、
デ
ィ

i
プ
・
ア
ク
テ
ィ

ブ一ブ
i
ニ
ン
グ
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ル

ー
プ
リ
ッ
ク
、
ボ
i
ト
ブ
ォ

リ

オ

、

単

位

制

は
有
本
会
長
が
担
当
し
た
。

こ
の
う
ち
、
⑨
公
開
講
演

会
で
は
、
松
下
佳
代
京
都
大

i
ベ
i
ス
、
⑮
学
生
支
援

（一フ

l
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン

ズ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ
ン

ズ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）
⑪
機

関
別
認
証
評
価
。
多
岐
に
わ

た
る
報
告
と
質
疑
が
活
発
に

行
わ
れ
た
な
か
で
、
全
国
的

に一一
O
一
八
年
問
題
が
深
刻

の
度
を
増
し
て
い
る
今
日
、

メ
ン
バ
ー
大
学
は
概
し
て
ス

ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
が
有
効

に
作
用
す
る
規
模
の
大
学
で

あ
る
か
ら
、
②
の
定
員
割
れ

の
危
機
感
は
少
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
し
か
し
金
体
の

共
通
問
題
は
、

な
い
が
、
成
功
事
例
や
失
欺

事
例
を
相
互
に
情
報
交
換
に

よ
っ
て
確
認
し
、
相
互
に
切

礎
琢
磨
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
時
確
認
し
た
。

協
議
会
は
創
立
九
年
を
経

過
し
た
時
点
で
、
各
大
学
が

日
頃
か
ら
蓄
え
て
き
た
実
績

を
持
ち
諮
り
、
時
置
を
得
た

情
報
交
換
を
行
い
盛
会
裡
に

終
了
し
た
。

一
有
本

施
設
「
ア
ミ
ュ

i
あ
つ
ぎ
」

で
開
催
し
た
。

最
近
注
目
を
浴
び
て
い
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
一
プ
l
ニ
ン
グ

（A
L）
は
そ
の
有
用
性
・

必
要
性
が
高
い
が
そ
の
内

容
・
実
態
は
公
表
さ
れ
に
く

く
、
学
内
に
お
い
て
も
他
教

員
が
ど
の
よ
う
な
A
Lの
授

業
を
し
て
い
る
か
さ
え
も
共

有
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

学
部
学
生
の
調
査
・
研
究

は
、
た
と
え
価
値
の
あ
る
も

の
で
も
、
そ
の
成
果
は
公
表

さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ

う
し
た
南
演
の
も
と
、
コ
一
つ

の
ゼ
ミ
が
合
間
で
成
果
報
告

会
を
行
っ
た
。

に
よ
る
結
果
の
連

「
夢
に
つ
い
て
i
関
駅
夢
を

見
る
た
め
に
は
」
な
ど
は
、

身
近
で
あ
る
が
日
常
的
に
は

あ
ま
り
深
く
考
え
て
い
な
い

疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
「
地

方
創
生
神
奈
川
県
西
部
過
疎

地
域
の
活
性
化
と
麗
用
促
進

具
体
案
」
は
、
関
東
地
域
で

も
起
き
て
い
る
過
疎
化
対
策

と
し
て
、
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
学
生
ら
し
い
発
組

に
よ
る
提
言
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
、

Z
0
0
品
目
。
を
用
い

た
『
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基

礎
』
に
お
け
る
学
習
腰
歴
の

分
析
」
は
、
自
分
た
ち
の
学

長
賞
が
決
定
し
た
。
こ
の
た

び
は
、
学
生
た
ち
が
毎
月
二

回
ほ
ど
会
合
を
設
け
て
、
企

画
、
運
営
、
実
施
の
全
て
を

取
り
仕
切
っ
た
。
さ
ら
に
、

新
た
な
試
み
と
し
て
論
文
集

を
発
刊
。
そ
の
巻
末
に
は
、

学
生
が
企
業
の
広
報
部
を
訪

問
し
企
業
協
賛
を
得
て
、
広

告
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
ラ

ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、

企
業
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
通
常

し
い
試
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

発
表
大
学
以
外
の
一
専
門
家

や
研
究
者
も
参
加
し
て
お
り

「
先
行
研
究
・
文
献
で
は
、

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
」

「
別
の
分
析
の
仕
方
で
は
、

ど
う
な
り
ま
す
か
？
」
「
サ

ン
プ
ル
の
備
り
や
数
に
問
題

は
な
い
の
？
」
「
唱
。
σ検
索

も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
活
用

し
た
ら
？
」
「
結
論
・
要
約

や
、
研
究
仮
説
は
先
に
述
べ

た
ら
？
」
な
ど
ー
ふ
だ
ん
の

つ

ボ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

崇
城
大
で
講
演
金

「
主
体
的
な
学

び
を
醸
成
す
る
ボ
ー
ト
ブ
ォ

リ
オ
」
を
開
催
す
る
。

参
加
無
料
。
詳
細
、
申
し

込
み
は
ワ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
教
務
課

（O
九
六
l
一一一一一六
i
一ニ西

O
六
）
ま
で
。

学
生
企
画
・
実
施
に
よ
る
報
告
が
話
題
に

複
数
の
私
立
大
学
の
学
部

学
生
か
自
本
ア
ク
テ
ィ
ブ
一
ブ

i
ニ
ン
グ
ゼ
ミ
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
、
研
究

成
果
を
公
表
し
た
。
成
果
報

告
を
行
っ
た
の
は
、
松
蔭
大

の
学
会
で
は
、
教
員
で
あ
る

運
営
委
員
が
行
っ
て
い
る
こ

と
を
、
す
べ
て
学
部
学
生
が

実
施
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
学
生
主
導
の

企
画
・
立
案
・
実
施
は
、
学

笠
の
ゼ
ミ
活
動
の
み
な
ら

ず
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
一
ブ
i
ニ

ン
グ
に
お
け
る
学
習
活
動
・

社
会
参
加
の
新
し
い
形
態
で

あ
り
、
今
後
の
発
撲
が
期
待

さ
れ
る
。

I 
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横ミ
藷ナ
寺i

横
浜
商
科
大
学
は
、

十
五
日
、
つ
る
み
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、

I
Rセ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
。

第
一
部
は
、
「
指
標
を
ベ

ー
ス
に
構
築
す
る

I

て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
題
一
の
年
を
つ
い
に
迎
え
の
萄
い
大
学
が
存
続
し
、
そ
答
え
℃
い
る
。
そ
の
一
方
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
過
度
に
依
に
は
本
来
、
多
様
性
が
あ
る
接
続
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
う
一
と
い
っ
た
意
見
も
既
に


